
     平成 24 年度(社)砂防学会通常総会並びに研究発表会「高知大会」 
 
                      通常総会並びに研究発表会「高知大会」実行委員会 
 
 平成 24 年度(社)砂防学会通常総会並びに研究発表会を，下記の要領で開催いたしますのでお知らせし

ます。多数のご参加と研究発表をお願いいたします。研究発表会要領に関する問い合わせ先について，

前号でのご案内から変更がございます。再度ご確認下さいますようお願いいたします。なお，「砂防学会

研究発表会」は技術士 CPD（継続教育）履修実績として申請することができます。（技術士 CPD に関す

るお問い合わせ先：学会事務局 TEL 03-3222-0747） 
 
 
    Ⅰ．平成 24 年度(社)砂防学会通常総会並びに研究発表会「高知大会」実施要領 
 
1. 期 日 平成 24 年 5 月 23 日(水)～25 日(金) 
2. 会 場 高知県立県民文化ホール 他 

(〒780-0870 高知県高知市本町４丁目 3-30  Tel:088-824-5321(代))  
3. 日 程 (下記日程表のとおり） 
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4. 現地研修会 
◎Ａコース（香美市，砂防及び治山事業と龍河洞） 
◎Ｂコース（室戸市，砂防及び治山事業とジオパ

ーク） 
この機会に是非ご参加下さい。詳細については， 

後述の「現地研修会」の項をご覧ください。 
5. 参加費 
・一般会員 9,000 円（非会員 12,000 円） 
・学生会員 5,500 円（非会員  7,000 円） 
○意見交換会費 6,000 円 
○現地研修会費 
Ａコース 5,000 円（昼食代含む） 
Ｂコース 5,000 円（昼食代含む） 
注：参加費は全額前納とし，返却はいたしません。 

6. 参加および宿泊等申し込み 
研究発表会，現地研修会，宿泊，意見交換会等 
の参加申込みにつきましては，「高知大会実行委
員会」より㈱JTB 中国四国 高知支店に受付業務
を委託しております。概要集掲載原稿の投稿を行
った方も必ず参加申し込みを行って下さい。詳細
については，後述の 

・参加及び宿泊のご案内 
・お申し込み方法等のご案内 

・参加および宿泊等お申し込み書 
の項をご覧ください。 
7. 「高知大会」実行委員会 
委員長 笹原 克夫  高知大学教育研究部自然

科学系 
委 員 戎  信宏  愛媛大学農学部 
委 員 小杉 賢一朗 京都大学大学院農学研究

科 
委 員 村田 孝彦  林野庁四国森林管理局治

山課 
委 員 小長井 彰祐 国土交通省四国地方整備

局河川部河川計画課 
委 員 安岡 泰平  高知県林業振興・環境部

治山・林道課 
委 員 藤平 大   高知県土木部防災砂防課 
委 員 橋口 孝好  構営技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ（株） 
委 員 川上 勲夫  （社）高知県建設業協会 
委 員 阿部 宗平  （社）砂防学会          
8. 会場までの交通機関 
詳細については，後述の 

・会場までの交通アクセス案内図 
・会場・宿泊ホテルマップ 
の項をご覧ください。 



 
9. お問い合わせ先 

平成 24 年度(社)砂防学会通常総会並びに研究
発表会「高知大会」実行委員会事務局 
〒780-8570 高知市丸ノ内 1-2-20 

高知県土木部防災砂防課内 小谷・井上・山本・
笹岡 

Tel：088-823-9845(直通)  Fax：088-823-9539 
 

 
Ⅱ． 平成 24 年度砂防学会研究発表会要領 

 
1. 発表者の資格 
 発表者は砂防学会の個人の正会員か学生会員に
限ります（グループでの発表の場合は，発表者が
会員であることが必要です）。なお、発表者とは、
口頭発表の場合は実際に会場において口頭で発表
する者（１名）を指し、ポスター発表では、コア
タイムに実際に説明する者（代表１名）を指しま
す。原則として，発表者としての発表件数は口頭
発表もしくはポスター発表のどちらか一件としま
す（なお発表者以外の共著者の場合はこの限りで
はありません）。 
 また、企画セッションについては，重複制限か
ら除外するものとします。 
2. 発表内容 
土石流，山崩れ，表面侵食，地すべり，地震や

噴火に起因した土砂流出等の土砂災害およびそれ
らの防止工事，斜面緑化，森林水文，森林が土砂
流出に与える影響，土砂災害減災と生態系保全，
砂防の社会的評価に関するもので，原則として学
会等に未発表のものに限ります。 
3. 発表方法 
 企画セッション・テーマ別セッションおよび一
般口頭発表は，パソコン接続のプロジェクターの
みで行います。発表者は，USB メモリーか CD に
ファイルを格納して持参して下さい。パソコンを
持ち込まれても構いません。OHP およびスライド
は使用できません。パソコンの OS は Windows 7, 
ソフトは Power Point 2010 です。発表前にパソ
コン等で動作確認をしておいて下さい。 
4. 特別講演 
 和歌山県田辺市長 真砂充敏 
 「平成 23 年の台風災害を受けて（仮称）」 
5. 企画セッション 
 平成 24 年度研究発表会では，一般口頭発表並び
にポスターセッションの他に，以下に示す 4 課題
の企画セッションを設定いたします。 
1) 極端気象による深層崩壊―平成23年の台風12
号等による深層崩壊― 
コーディネーター：笹原 克夫 （高知大学） 
セッションの趣旨： 
 近年の地球温暖化に伴う極端気象により，従来
より降雨強度が大きい，ないしは降雨量の大きな
降雨が増加している。これにより 2006 年台風 14
号により宮崎県鰐塚山，2009 年台風 8 号（モーラ
コット）により台湾の小林村，そして 2011 年には
台風 6 号による高知県東部北川村、台風 12 号によ
り紀伊半島などで深層崩壊が発生し，深刻な被害
をもたらしている。本セッションではこれらのよ
うな，降雨量が非常に多い台風による深層崩壊の
発生の実態とメカニズムについて報告し，今後の

極端気象による深層崩壊への対処の方向性を探る。 
2) 東南海・南海地震と土砂災害 
コーディネーター：桧垣 大助 （弘前大学） 
セッションの趣旨： 
 平成 23 年 3 月 11 日に東北地方で発生した東北
太平洋沖地震では，広範囲の沿岸域に津波が到達
し、未曾有の被害をもたらした。この地震では福
島県白河市や栃木県那須烏山市などで大規模な斜
面崩壊・地すべりが発生し，大きな被害をもたら
した。このような大規模な土砂災害のみならず，
宮城・岩手県の沿岸域でも崖崩れが多発している。 
 西日本においても東海，東南海，南海地震など
の海溝型の大規模地震の発生が想定され，さらに
は東北太平洋沖地震のように，それらが連動して，
広範囲に大きな被害をもたらすことも議論されて
いる。 
 このような状況の中で，本セッションにおいて
は，西日本における，海溝型の大規模地震の発生
による土砂災害の想定と，その対策の検討事例に
ついて報告し，議論を行う。 
3) 土砂災害に対する警戒避難体制の整備・対応に
ついて 
コーディネーター：牛山 素行 （静岡大学） 
セッションの趣旨： 
近年，我が国では短時間で局地的な豪雨（ゲリ

ラ豪雨）による被害が相次いで発生している。今
後，地球温暖化による蒸発散量の増加や平均気温
の増加に伴って豪雨発生の頻度が高くなるとの指
摘がある。 
一方で，我が国は少子高齢化による労働力人口

の低下によって税収入が減少していること，そし
て社会福祉関連費用の増加が見込まれる中，社会
基盤整備関連の予算は縮減傾向にある。我が国で
は国民の安全安心を確保するためにハード，ソフ
トの両面から土砂災害対策が進められているが，
限られた予算の中ですべての土砂災害危険箇所の
安全をハード対策のみで確保することは困難な状
況にある。 
このような状況の中で，土砂災害防止法に代表さ
れるソフト対策の重要性は高まってきている。 

しかしながら， 
① 土砂法による“土砂災害警戒区域等の指定

は都道府県毎に差異があり，法律に既述の
ある５年程度で指定を終了するという状況
からは程遠い都道府県が多い”という実態
が会計検査によって指摘された事。 

② 基礎調査終了後，市町村・住民等との調整
に時間を要し，指定まで時間を要している
事例がある事。 

③ 法律上は市町村が実施することとなってい



る土砂災害に対する警戒避難体制やハザー
ドマップの整備が遅れている事。 

④ 大雨警報後，土砂災害の恐れが高まった場
合に地方気象台と都道府県の共同で発令さ
れる「土砂災害警戒情報」をもとに，市町
村が住民に対しての“避難勧告や避難指示”
を出す事になっているが，全国の市町村に
おいてはこの情報が有効に活用されていな
い事例が見られる事。 

⑤ ④とは逆であるが，どのようなタイミング
になれば「土砂災害の恐れが非常に高い」
という状況を脱したと言える状況になり，
「土砂災害警戒情報」を解除する状況とな
るのか。これに関して，問題になった事例
は無いが，将来的に，この情報を解除した
後に災害が発生したとなると，その発令・
解除について問題視される事が想定される。 

といった検討しなければいけない諸課題があると
考えられる。このような課題についての検討・議
論を行う。 
4) International session for erosion control 
engineering and sediment disaster mitigation 
(砂防工学と土砂災害軽減に関する国際セッショ
ン) 
コーディネーター：五味高志（東京農工大学） 
セッションの趣旨： 
気候変動や地殻変動による土砂災害は世界各地

で深刻な事態を招いている。とくにアジア太平洋
地域では、台風（サイクロン）、局地豪雨や地震、
火山活動による大規模な土砂災害が次々と発生し
ている。このような地球規模の土砂災害の軽減と
砂防技術の応用のために共通言語による知の共有
と、緊密な研究ネットワーク形成が不可欠となっ
ている。本セッションでは、留学生を含む内外の
砂防学会員の研究交流と研究成果の海外への発信
を目的として開催するものである。 
6．若手優秀発表賞 
 本大会では，優れた調査研究を行い口頭発表した

若手学会員（平成 24 年 4 月 1日現在 35 才以下） 
を対象として，その功績を称えるとともに，若手
学会員の研究意欲の高揚と砂防に関する調査研究
の進展を目的として，砂防学会研究発表会若手優秀
発表賞を設けます。審査を希望する方は，申し込
み時に，原稿投稿システムの「若手優秀発表ノ 

ミネート」項目にチェックして下さい。 
7. 発表申し込み 
 本大会の発表申し込みは，平成 23 年度神奈川大
会と同様に，すべて原稿投稿システムによりオン
ラインで受け付けます。原稿投稿システムには，
砂防学会ホームページ内「砂防学会研究発表会・
シンポジウム」の「平成 24 年度研究発表会（高知）」
http://www.jsece.or.jp/event/conf/2011/index.html) か
らアクセスできます。電子メールやはがきによる
申し込みは受け付けませんので，ご注意下さい。
発表申し込みの締め切りは，平成 24 年 2 月 17 日
(金)とさせていただきます。 

なお、発表申し込みを行っても参加申し込みに
はなりません。参加申し込みは別途行って下さい。 
8. 概要集掲載原稿の投稿 
 概要集掲載原稿の投稿も，すべて原稿投稿シス
テムによりオンラインで受け付けます。下記の原
稿作成要領に従って原稿を作成し，PDF 型式
（2MB 以下）に変換して投稿して下さい。ポスタ
ーセッションによる発表についても概要集掲載が
必要です。提出期限は，平成 24 年 4 月 6 日（金）
（厳守）です。提出期限以降は受け付けられませ
んので，期限厳守をお願いいたします。 

なお、投稿を行っても参加申し込みにはなりま
せん。参加申し込みは別途行って下さい。 
9. 研究発表要領に関する問い合わせ 
高知大学教育研究部自然科学系農学部門山地保全
学研究室 
笹原 克夫 
〒783-8502 高知県南国市物部乙 200 
Tel：088-864-5341  Fax：088-864-5341

 

     Ⅲ． 砂防学会研究発表会概要集原稿作成要領 
  

「高知大会」では完成原稿は PDF 入稿としま
す。ミスプリント防止のために， PDF ファイル
の原稿をそのまま縮写（95%）し，印刷の上，概
要集を作成しますので，以下の諸点に留意のうえ
鮮明な原稿を提出願います。 

1．原稿書体 
原稿は原則として，ワープロ打ちもしくはタイ

プライター打ちとして下さい。 
2．原稿用紙及び文字のサイズ 
A4 版用紙を用い，余白として，上 15 mm，下 25 

mm，左 20 mm，右 10 mm を確保して下さい。なお，
プリンタの都合によっては上下の余白の和が 40 
mm 程度，左右の余白の和が 30 mm 程度であれば良
いものとします。これにより，原稿が横 180 mm，
縦 257 mmの範囲内に収まるように作成して下さい。
１行の文字数及び 1 ページの行数は自由とします。

ただし，文字のサイズは 10 ポイント（14 級）以
上とします。 
3．原稿枚数 
２枚とします。１枚あるいは３枚以上は受け付

けません。 
4．題名及び氏名 
題名は第１行目の中央に書き，１行あけて所属，

発表者名（連名の場合は発表者の先頭に○印を付
ける）を右側に寄せて書いて下さい。題名は本文
よりやや大きめに書いて下さい。１行あけて本文
を書き始めて下さい。 
5．使用する文字 
使用する文字，仮名遣いは，原則として「常用

漢字表」，「現代仮名遣い」に従って書いて下さい。 
6．改行 
改行した場合の次の行は，必ず１字あけて書き



始めて下さい。 
7．文字の割付 
句読点，（  ），: ，引用記号及び１桁のアラビ

ア数字には１ますをあて，アルファベット及び２
桁以上のアラビア数字には２字で１ますをあてて
ください。 
8．見出し番号 

本文の章，節等には次の記号を使用して下さい。 
 章     1， 2， 3 
 節     1.1， 1.2， 1.3 
 節以下 1.1.1， 1.1.2， 1.1.3 
9．参考文献 
 内容に関係のある参考文献を最後にあげて下さ
い。 

10．図表 
図表はすべてクリアにし，原則として本文の間

の所定の位置に挿入して下さい。図表等の左右に
余白ができたときは，その部分にも本文を記入し

て下さい。 
11．写真 
写真を使用する場合は，白黒印刷にも耐える鮮

明なものとして下さい。また，図表と同様，原則
として本文の所定の位置に挿入して下さい。 
12．原稿の PDF 化と取扱い 

完成した原稿は，PDF 化ソフト（例えば Adobe
社 Acrobat 等） を用いて PDF ファイルにしてくだ
さい。原稿にはページ番号を入れないで下さい。 
 なお， PDF 化された原稿からそのまま概要集を
作成しますので，不鮮明なものについては再提出
をお願いすることがあります。ご了承下さい。 
13. 原稿作成要領に関する問い合わせ 
小杉 賢一朗，中谷 加奈 
京都大学大学院農学研究科森林科学専攻山地保全
学研究室 
〒606-8502 京都市左京区北白川追分町 
Tel：075-753-6090, 6493  Fax：075-753-6088

 
 
 

 
 

Ⅳ． ポスターセッション掲示 
 
ポスター発表１件あたりのポスター掲示範囲

の大きさは、幅90cm、高さ 180cmです。この範囲
内でポスターを作成し、掲示してください。また、 

 
  

 
ポスターは 23 日，24 日と日毎に張り替えを行い
ます（従前は2日間張り替え無しとしていました
が，発表申し込み多数のため日毎の張り替えとし
ました．ご容赦下さい．）． 
 

 
《現地研修会》 

Ａコース ①香美市（砂防：災害関連緊急砂防事業）②香美市（砂防：災害関連緊急砂防事業） 
③香美市（治山：災害関連緊急治山事業、他）④香美市（地質：龍河洞） 

 

Ｂコース ①安芸市（治山：災害関連緊急治山事業）②奈半利町（砂防：急傾斜地崩壊対策事業） 

③室戸市（室戸ジオパーク：加奈木のつえ・タービダイト層、他） 

 
Ａコース 【参加費：5,000 円】（内訳：バス代等交通費＝4,000 円、昼食代金＝1,000 円） 

5/25 
（金） 

県民文化ホール周辺 ＝＝ ①香美市上改田 ＝＝ ②香美市東川 ＝＝ ③香美市別府
＝＝昼食（別府峡温泉）＝＝ ④龍河洞 ＝＝ 高知空港（一次解散） 

（15:30 頃） 
＝＝ 高知駅（二次解散）＝＝ 高知県民文化ホール周辺（最終解散） 
  （16:20 頃）       （16:35 頃） 

 
Ｂコース 【参加費：5,000 円】（内訳：バス代等交通費＝4,000 円、昼食代金＝1,000 円） 

5/25 
（金） 

県民文化ホール周辺 ＝＝ ①安芸市下山 ＝＝ ②奈半利町宮の岡 
＝＝ ③室戸ジオパーク ＝＝ 昼食（室戸市内） ＝＝ 高知空港（一次解散） 

（15:30 頃） 
＝＝ 高知駅（二次解散） ＝＝ 高知県民文化ホール周辺（最終解散） 
  （16:20 頃）        （16:35 頃） 
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